
 

 

 

 

 
   

すべてに、丸をつけよ。 

とりあえずは、 

そこから始めるのだ。 

そこからやがて生まれて行く 

沢山のばつを、 

ぼくは、 

ゆっくりと選び取って行くのだ。 

     (山田詠美「ぼくは勉強ができない」より） 

 

 移動性高気圧が次々にやってきて青空が広がると、正午前後の太陽の仰角は７０度に迫り、ほぼ頭上

にあって日差しは完全に真夏の装いとなって降り注ぎます。季節はまだ新緑の候とはいえ、連日最高気

温を記録するほどです。熱中症対策が欠かせない時期となりました。もうこれまでのように気軽に野外

活動を楽しむというわけにはいかなくなりそうです。お互いに健康管理には留意していきたいものです。 

 ところで、或る人が、 

「“誰のために勉強するのか”と問われ、“自分のため”だと答える者が多いが、“人のために役立てる” 

 ためにという気持ちが忘れ去られているのではないか。」 

との提言をしていました。まさにその通りだと思います。人という字は、２本の棒がお互いに支え合っ

て成り立っています。自分中心の考え方から一歩踏み出して、「今の自分があるのは、周りの人達の支

えのお陰」という感謝の気持ちと謙虚さから出発しなくては、何も始まらないように思います。 

 その意味でも、軽井沢移動教室は大変貴重な体験を積む機会となることは間違いありません。自分一

人ではなく、仲間の心が一つになった時に初めて「楽しい思い出」が成立することを、いろいろな場面

で実感することになるからです。 

 スローガンも「最高の仲間と最高の思い出をつくろう！」に決まり、テーマソングも形が整ってきつ

つあります。班編成や係分担を終え、でき

るところから少しずつ準備も始まっていま

す。廊下には、まもなくカウントダウンが

刻まれることでしょう。少しずつ期待感と

緊張感が高まり、子供たちの高鳴る思いも

ひしひしと肌で感じるようになりました。 

 そこで、保護者への説明会を実施します。

細かな点でご不明やご不安のこともあるか

と思いますし、２泊３日の長期宿泊となり

ますので、こちらからいろいろとご協力を

お願いしたいこともあります。個別相談に

引き続き、短期間に何度も足をお運びいた

だくことに、大変恐縮していますが、どう

ぞご出席をお願いします。 

※ベルデ軽井沢との連絡のために、「健康調

査（アレルギー等の調査：水色用紙）」を

先行してお渡しします。締め切りは２２日(月）としていますが、特に問題がないようでしたら、出

来るだけ早目のご提出をいただけると助かります。詳細は、１８日当日、養護教諭よりお話しします。 



 

 

 

 

 

 

■何度もすみませんが、メール登録がまだの方、ぜひご協力ください。 
 
（１組）山田 恵（美宙）  megu.yamachyu@docomo.ne.jp 

（２組）山田久枝（祐輝）  hisae-iy@i.softbank.jp 

（３組）野沢 恵（竹生）  meguumynozaawah@softbank.ne.jp 
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